
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

南 あ わ じ 市 社 会 福 祉 協 議 会  

 

 

 

南あわじ市教育委員会では、子どもたちの学びや体験を支えてくれる『まちの先生』を募集しています。

あなたの得意なこと、趣味、やってみたいことなどを子どもたちに伝えてみませんか？  

「自分にできることを誰かに教えてあげたい」「地域貢献がしたい」 「子どもたちと楽しい思い出をつく

りたい」そんな思いをお持ちの方をお待ちしています。  

● 活動場所  

市内のアフタースクール 、放課後子ども教室、 

放課後児童クラブ（学童保育） の開設場所 

● 活動時間（単発・月 1 回でも OK）  

平日15:00～17:00／長期休暇中9:00～17:00

の間で 1 時間程度  

● 謝礼  1 時間あたり 1,0００円 

（・内容により要相談 ・交通費はありません） 

 

 

11 月 24 日、淡路ふれあい公園で「みどり・みはら ふれあい福祉のつどい」を開催し、2 支部合同の新

しい試みとなりました。不安もありましたが、実行委員の工夫で、舞台発表や飲食ブース、抽選会など盛り

だくさんの内容で、会場は笑顔と活気でいっぱいに。続く 11 月 30 日の「せいだんふれあい交流のつどい」

では、ダンスや吹奏楽、人気のバザー、餅つき、ぜんざいのふるまいなどで多くの方が楽しみました。「毎

回楽しみにしている」という声も寄せられ、福祉まつりを通じて生まれた交流や新しい出会いが、地域の輪

を広げるきっかけとなりました。これからの活動にも期待が高まる、心温まる二日間でした。 

 

 

 

 

 

《問合せ・登録》 

南あわじ市教育委員会 スポーツ青少年課 

☎0799-43-523４ 

■ 募集中の内容例  

折り紙／読み聞かせ／生け花／茶道／囲碁／クッ

キング／スポーツ／ヨガ／ダンス／英会話 など  

特に、将棋、編み物ができる方

お待ちしております！ 



 

 

 

 

11 月 16 日、市小学校で開催された『南あわじ市総合防災訓練』において、ほっとかへんネット南あわ

じ、ひのきしん隊のみなさまと一緒に、災害ボランティアセンターの立ち上げ訓練を実施しました。 

社協は、大きな災害が起きたとき、市からの要請を受けて災害ボランティアセンターを開設・運営する 

役割があります。今回は南海トラフ地震発生を想定し、地域のお宅を訪問して困りごとや必要な支援（ニ 

ーズ）の聞き取り調査を行い、「災害への不安」や「想定される被害」についてお

話を伺いました。調査後は、ニーズを共有し、各家庭に合った備えや身の回りの危

険箇所など、日頃から確認しておくことの大切さを参加者で再認識しました。 

 

総合防災訓練は、楽しみながら学べる内容が盛りだくさん。いざという時に落ち着いて行動

できるよう、事前の体験をお勧めします！ぜひ気軽に参加してみてくださいね！ 

 

 

 

 

 

 

11 月 27 日、福良こども園にて、園児の祖父母や地域の高齢者の方々、約 70 名が

参加する世代間交流イベントが開催され、子どもたちと寄せ植えづくりに挑戦しまし

た。講師には園芸療法士の坂東氏をお迎えし、寄せ植えをきれいに仕上げるコツや、土

に触れることで五感が鍛えられることなどを教えていただきました。植物選びや配置を

相談しながら作業するうちに、自然と会話が弾み、和やかな時間となりました。 

参加者からは「子どもたちの声や笑顔を見るだけでも元気が出る」、「60 年ぶりに

園に足を踏み入れた」という声もあり、思い出話にも花が咲きました。完成した寄せ

植えを前に並ぶみなさんの満足そうな表情がとても印象的でした。 

寄せ植えづくりの後には、子どもたちによるダンスの披露もあり、参加者は

笑顔で温かく見守っていました。 

 篠田園長は、「この事業は、福良でこれからも仲良くできるよう、地域の方

と顔見知りになる機会づくりです。これからも地域のみなさまとともに、子ど

もたちの成長を温かく見守っていきたいです」と話されていました。 

シェイクアウト訓練 

地震発生の合図に合わせて「しゃがむ・隠

れる・じっとする」という安全確保の基本

動作をみんなで実践。 

身近な材料で非常時のご飯づくりに挑戦！ 

新聞紙の薪で炊ける『魔法のかまどごはん』 

 

災害用伝言ダイヤル 『171』 

電話がつながりにくい時に使える「171」 

録音・再生の方法を実際に体験しました。 

トイレカーの展示 

車内にトイレを備えた“トイレカー”も登場！

能登半島地震でも活躍し、避難生活での衛生

環境づくりに役立ちました。 


